
課題 管理不全な空き家の増加などによる地域の住環境悪化や活力低下のおそ
れ、民間と行政による空き家対策の具体的な推進体制の構築

目的 本町の特性を踏まえた空き家対策の迅速かつ継続的な取組に向けたワン
ストップ型の空き家相談窓口・相談体制の構築

取組内容 ネットワーク会議（４回）、空き家実態調査・アンケート調査（モデル地区居住
者、空き家所有者）、先行事例研修会（２回）、空き家セミナー（１回）・個別相
談会（３回）の実施、空き家相談窓口の設置、ネットワーク周知など

成果 ①実働のネットワーク設立と課題の共有
②事業の必要性の確認
③空き家セミナーや個別相談会など具体的な取組の実施

いますぐ実現！地域密着型の機動力あるマッチングによる試験的
空き家活用 （遠賀町空き家活用ネットワーク）

別添資料４

【成果物】：相談窓口対応マニュアル、ネットワーク
紹介ポスター（20部）、 事業周知冊子（300部）、
事業紹介パネル（８枚）、HP、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ・ﾍﾟｰｼﾞ
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対象者とネットワーク体制の考え方対象者とネットワーク体制 空き家相談窓口の役割（方針決定まで支援） 試験的空き家活用に向けた
マッチングの展開イメージ


